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表 l 昭和21年南海地震の被答概要(高知県 ・徳島県)
市町村名 全線 半媛 流失 焼失 浸水 死亡 負傷 死因 (文献調査による判明分)り
高知県
高知市 1689 2822 2 3286 231 334 大多数は家屋倒場i
中村町 1621 483 163 273 1034 。須崎町 80 186 45 9 1089 57 90 家屋倒j峻1人~、津波41-49人
新字佐町 130 812 341 142 2 55 津波 l人
多/郷町 46 45 18 226 4 -・・ー 津波4人、その他4人
大方町 125 420 8 60 1 26 家屋倒壊12人
甲浦町 6 6 700 10 10 津波7人
上ノ加江町 13 144 36 378 7 
徳島県
徳島市 23 22 2 5 
小企公島町 6 10 2 309 3 
見能林町 25 15 610 2 20 
橘町 13 30 6 1000 ・・
三岐回町 52 198 71 632 8 16 津波8人。牟岐町 154 199 121 990 52 40 津波54人。浅川町 187 169 158 100 66 37 津波多い
宍喰町 50 103 6 250 8 60 津波9人



















12 71 (110) 
72 7 (10) 
4 。(0) 













































































向f他 If!{利21年南海地震作波 - 149一
手屋建 ;H・H ・...・H ・..・H ・( 84) 表3 年令別死傷打数分析
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8人 7人 0人 0人 114人 O人
2 2 。74 。
7 2 。3 114 。
9 。6 86 。
16 2 4 126 。
I 3 2 75 。。。。。44 。。。2 37 
2 2 。。17 
2 。。9 。















者数との関係をまとめたが.同表によれば死亡率は 0- 26人が友性で， 9人の男性も60歳以上3人， 15歳以下6
4成で5.4%，5 -69成で1.6%，70歳以 kで8.8%と幼 人で16-60成の男性の死者はなかったことが記されてお
児およ び高齢字;で I~:J い。 逆に軽傷者は10-69成に年代 り， U己の結果と調和的である。さらに文献3)によれ
地震動により一瞬に倒犠 怠玄 〈 2) 
I 
地震動により倒犠したが逃げる余裕あり 玄盆定 ( 3) 
I 
火事によ り全半焼 定怠 〈 1) 
I 
地震動による倒~i堂 、 津波により流失 **定玄 ( 6) 
津波により流失 窓怠定，.，.窓定率衣怠念定志怠( 25) 
I 











左京富ままま事事窓 〈 15) 
I 
定寧寓寧 〈 5) 
I 
富富寓竃寓 〈 7) 
I 
童書室主，.，.ま寧 ( 14) 
I 
寓卑憲章ま 〈 7) 
I 
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図3. 住宅の被苫











男 26人 8人 l人 4人 320人 l人 360人
女 29 12 2 13 374 1 431 
不明 3 。。。2 。5 





































男 118 16 6 5 15 2 28 14 0 1 104人
女 146 34 1 5 24 4 49 42 2 1 217入







男 15 31 0 0 4 9 4 0 18 1 1 72人
女 15 103 3 2 1 10 5 1 13 0 1143人













































地震直後 志掌***志家主定定忠志志波定**怠窓口怠怠*愈定ま怠怠*怠怠怠玄* ( 68) 
I 
地震後15分以内 定念念***波法定公定怠*公定公定怠*志公定怠定怠定志*志波定*放 ( 63) 
1 
地震後30分以内定志定志*定宏窓定本*志*定窓念怠*窓 ( 36) 
地震後 1時間以内**定怠窓* ( 9) 
避難しなかった 定公取念*定( 10) 
1.........1.........1.........1.........1.........I 

























定念玄怠去定志 〈 23) 
I 
放定** ( 13) 
I 
家*定志 〈 11> 
I 
定志* ( 7) 
I 
志家志 〈 8) 
1 
1.........1.........1.........1.........1.........1 
o 40 80 120 160 200人
図9.避難開始時の浸水状況
I 
あらかじめ避鈴局所や避鈴経路を考えていなかった 志怠浴傘$定志怠怠玄・"'''''''怠定愈怠怠掌怠"'*'"愈怠怠怠 ( 54) 
選簸t議所も経路も変えなかった 志摩怠怠念愈怠篠宮..'"傘怠**.*******玄室定率注怠.."'''' ( 61> 
1 
選要(J場所は変えなかったが、経路は変えた 傘輩定ま定念掌 ( 11) 
避銭湯所を変えた
その1也
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図10.避難場所 ・避簸経路の変更
別れた家族の安否が気になったから 車窓政怠怠定取怠怠 ( 8) 













奪窓怠志定左京放"'*'"怠怠怠怠....怠.****掌玄傘猿掌さ念怠窓**怠泡怠・....志*..窓 〈 43) 
1 
1.........1.........1.........1.........1.........1 
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Summary 
The deaths and injuries due to the Nankai earthquake (M8.1) of December 21， 1946 and its effect upon human 
behavior have not been fully studied or analyzed in the past. 1ヲlerefor，through new tracing investigations， this study 
seeks to clarify the scope of the 1946 disaster in terms of human casualties and to focus upon the behavior of those 
who suffered through the earthquake and its tsunami. 
A total of 203 valid responses were obtained. A toal of 796 individuals， including respondents and members of 
their households， were intervi巴wedor surveyed. ln areas struck by the tsunami caused by the Nankai earthquake， a large 
percentage of children and elderly people suffered death. Females suffered higher casualty rates than males. ln terms 
of behavioral responses to the earthquake， women demonstrated more active behavior in the protection of children and 
the elderly than did men. 
(8) 
